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コンテナ苗を用いたクロマツ海岸砂丘地林の造成 

 海岸砂丘地では植栽したクロマツの活着率が低い場合があり、その向上が求められています。そこで、コン
テナと呼ばれる育苗容器を用いて培土付のクロマツ苗を育成し、砂丘地においてこのコンテナ苗を植栽し、活
着率の向上が図れないか調査します。また、菌根菌と呼ばれるきのこ類には樹木と共生し、土壌中の水分を補
足する働きがあることが知られています。そこで、菌根菌の１種であるショウロを接種したクロマツコンテナ
苗についても活着率を調査します。 

 １）ココピートや鹿沼土などを混合した４種類（ショウロを接種したものを含む）の培土を用いてクロマツ
コンテナ苗の育苗技術を確立します。 

  ２）H27年２月、海岸砂丘地において育成したコンテナ苗を植栽します。H27年４～５月活着率を調査します。 

 

 海岸砂丘地において、活着率の高い苗木を植栽できることによって、植栽コストを削減し、クロマツ林の再
生に寄与します。 
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